
- 1 - 

平成２４年３月１４日

環境管理課

環境審査班

電話 018-860-1601 
美の国あきたネット掲載 有

平成２２年度化学物質排出量・移動量の集計結果の概要（秋田県分） 

 平成１１年７月に公布された「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進

に関する法律」（化学物質排出把握管理促進法）に基づき導入された「ＰＲＴＲ制度」（化学物質

排出移動量届出制度）により、事業者は、人の健康や生態系に影響を及ぼすおそれのある化学物

質について、毎年度、環境への排出量や廃棄物に含まれて移動する量を把握し、都道府県を通じ

て国へ届出することとなっています。 

 国において平成２２年度の化学物質の排出量・移動量の集計結果が公表されましたので、秋田

県の状況についてお知らせします。 

 １ 届出排出量・届出移動量 

  ○ 事業者から届出があった排出量と移動量の合計は４，９０１トンであり、全国で２８番

目に多い排出・移動量となりました。 

    前年度と比較すると、１６９トンの減少となっています。 

  ○ 届出排出量は３，７８８トンであり、全国で２１番目に多い排出量となっています。 

    前年度と比較すると４１トンの増加となっており、電気機械器具製造業等における塗料

等使用量の増加が主な要因となっています。 

  ○ 届出移動量は１，１１３トンであり、全国で３６番目に多い移動量となっています。 

    前年度と比較すると、２１０トン減少しています。 

・届出事業所数    ４９４ 事業所 （前年度    ４９９ 事業所） 

・届出排出量   ３，７８８ トン  （前年度  ３，７４７ トン ） 

・届出移動量   １，１１３ トン  （前年度  １，３２３ トン ） 

２ 届出外排出量（届出要件に該当しない事業所等からの排出量） 

  ○ 国が推計した届出対象外の排出量は、２，９５１トンとなっており、前年度と比較し、

８５トン増加しました。（前年度 ２，８６６トン） 

 ３ その他 

  ○ 全国の集計結果は、環境省及び経済産業省のホームページに掲載されています。 

   ・環境省   http://www.env.go.jp/chemi/prtr/risk0.html

   ・経済産業省 http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/index.html

※ ２２年度分の対象化学物質は４６２種類、対象業種は２４業種です。 

※ 前年度以前のデータは、平成２３年２月の公表後に変更された届出事項を反映しています。 

※ 本文中の図表合計値は、端数処理の関係で各項目の和とは一致しない場合があります。 
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20年度 21年度 22年度

 燃料小売業 309 288 275

 製造業 94 92 92

 廃棄物処理業 58 58 58

 下水道業 36 36 37

 その他の業種 42 25 32

合　　計 539 499 494

業　　種
事業所数

１ 排出量・移動量の届出状況 

  平成２２年度排出量・移動量の届出を行った事業所数は、４９４事業所です。 

表－１ 業種別届出状況 

  （参考）届出事業者＝次の３つの要件全てに該当する事業者 

① 対象業種（製造業、金属鉱業等２４業種）を営む事業者 

② 常用雇用者数２１人以上の事業者 

③ 第一種指定化学物質の年間取扱量が１トン以上の事業所等を有する事業者 

表－２ 主な業種の事業所数の推移 

届出数 届出数

金属鉱業 3 輸送用機械器具製造業 5

原油・天然ガス鉱業 9 精密機械器具製造業 2

製造業 92 医療用機械器具・医療用品製造業 1

木材・木製品製造業 2 その他の製造業 2

家具・装備品製造業 1 電気業 4

パルプ・紙・紙加工品製造業 1 下水道業 37

化学工業 6 鉄道業 2

医薬品製造業 2 倉庫業 3

プラスチック製品製造業 1 石油卸売業 7

窯業・土石製品製造業 3 燃料小売業 275

鉄鋼業 5 計量証明業 1

非鉄金属製造業 10 一般廃棄物処理業（ごみ処分業に限る） 41

金属製品製造業 12 産業廃棄物処分業 17

一般機械器具製造業 4 自然科学研究所 3

電気機械器具製造業 35 494

業 種 名 業 種 名

合　　　　　計
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鉛化合物

1,400 ﾄﾝ

37.0%

砒素及びその

無機化合物

870ﾄﾝ

23.0%

ニッケル化合

物

331ﾄﾝ

8.7%

トルエン

284ﾄﾝ

7.5%

クロム及び三

価クロム化合

物

180ﾄﾝ

4.8%

その他

723ﾄﾝ

19.1%

２ 排出量・移動量の集計結果 

（１）届出排出量・届出移動量 

   秋田県に届出された排出量・移動量の合計は、４，９０１トンであり、その内訳は排出

量３，７８８トン、移動量１，１１３トンです。 

   排出先・移動先の内訳をみると、事業所内での埋立処分が３，０１３トンと最も多く、

全体の約６割を占めています。 

   排出量・移動量の合計を前年度と比較すると１６９トン減少しており、廃棄物に含まれ

て事業所の外へ移動した物質が減少したことが主な要因となっています。 

表－３ 届出排出量・移動量の内訳 

図－１ 届出排出量の主な物質           図－２ 届出移動量の主な物質 

マンガン及び

その化合物

281ﾄﾝ

25.2%

Ｎ，Ｎ－ジメチル

アセトアミド

220ﾄﾝ

19.8%
塩化第二鉄

111ﾄﾝ

10.0%

トルエン

92ﾄﾝ

8.3%

鉛化合物

76ﾄﾝ

6.8%

亜鉛の水溶性

化合物

70ﾄﾝ

6.3%

その他

263ﾄﾝ

23.6%

合計：1,113 トン 合計：3,788 トン 

20年度 21年度 22年度
(ﾄﾝ／年) (ﾄﾝ／年) (ﾄﾝ／年) 構成比

大気への排出 777 592 684 14.0%

公共用水域への排出 85 72 91 1.9%

土壌への排出 0.0 0.0 0.0 0.0%

事業所内での埋立処分 1,985 3,083 3,013 61.5%

小　計 2,847 3,747 3,788 77.3%

事業所外への廃棄物としての移動 1,293 1,323 1,113 22.7%

下水道への移動 0.0 0.0 0.0 0.0%

小　計 1,293 1,323 1,113 22.7%

4,140 5,070 4,901 100%

区　　　分

排
出
量

合　　　計

移
動
量
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（２）届出外排出量 

   国が推計した届出外排出量のうち、秋田県分は２，９５１トンです。 

表－４ 届出外排出量の内訳 

   ※１ 対象業種に属する事業を営むが、従業員数、年間取扱量その他の要件を満たさないため、届出対象と

ならない事業者からの排出量（従業員２１人未満、年間取扱量１トン未満）

   ※２ 対象業種以外の業種に属する事業を営む事業者からの排出量（農業、林業、ゴルフ場、建設業、飲食

業、医療業等） 

   ※３ 接着剤、洗剤、塗料、防虫剤、消臭剤、化粧品等からの排出量 

   ※４ 自動車、二輪車、特殊自動車、鉄道車両、船舶、航空機からの排出量 

（３）届出排出量と届出外排出量の合計 

   届出排出量と届出外排出量の合計は、６，７３８トンです。 

表－５ 届出排出量と届出外排出量の合計 

図－３ 届出排出量と届出外排出量の主な物質

合計：6,738 トン 

20年度 21年度 22年度
(ﾄﾝ／年) (ﾄﾝ／年) (ﾄﾝ／年) 構成比

対象業種からの届出外排出量 （※1） 441 357 414 14.0%

非対象業種からの排出量　　 （※2） 846 860 895 30.3%

家庭からの排出量　　　　　 （※3） 741 722 800 27.1%

移動体からの排出量　　　　 （※4） 1,008 928 841 28.5%

合　　　計 3,037 2,866 2,951 100%

区　　　分

20年度 21年度 22年度
(ﾄﾝ／年) (ﾄﾝ／年) (ﾄﾝ／年) 構成比

届出排出量（集計値） 2,833 3,734 3,788 56.2%

届出外排出量（推計値） 3,037 2,866 2,951 43.8%

合　　　計 5,869 6,600 6,738 100%

区　　　分

鉛化合物

1,401ﾄﾝ

20.8%

砒素及びその無

機化合物

870ﾄﾝ

12.9%

トルエン

804ﾄﾝ

11.9%

キシレン

545ﾄﾝ

8.1%

ポリ（オキシエチ

レン）＝アルキ

ルエーテル

445ﾄﾝ

6.6%

その他

2,673ﾄﾝ

39.7%


